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な潜在市場として注目されている。これら貧困層を，故Prahalad, C. K.とHart, S. L.
は，かつてBOP（Bottom of the Pyramid）と呼んだが，後にBottomのイメージが悪いと




















































































































 確かに本論文は，BOP ビジネスそのものではないけれども，BOP ビジネスを企画・
実施する上でも貴重な示唆を与えている。また，日系企業を含む先進国多国籍企業にと
って，新興国の流通チャネル戦略は必須の課題であり，サリサリストアのような伝統的
小売流通をしっかり確保することが，成功の鍵を握っていることを明らかにしている。 
 一方，サリサリストアで成功したものがスーパーマーケットやクリーニング屋などの
近代的小売・サービス業に転身するケースもあり，また店主の９割が女性ということで
女性の社会進出の一助も担っている。社会開発という視点からも興味深い内容である。 
 近代的小売業や卸売業，物流業などの調査や他国との比較など残された課題もいくつ
かあるが，それらは本論文の価値を損なうものではないと思われる。今後の研究発展が
期待できる。 
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